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（
　
『
萬
葉
集
』
巻
九
に
、「
田
辺
福
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ
」（「
田
辺
福
麻
呂
の
歌
集
」
以
下
、「
福
麻
呂
歌
集
」（
と
左
注
に
あ
る
挽
歌
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
。
題
詞
お
よ
び
、
長
歌
が
「
父
母
が
成
し
の
ま
に
ま
に　

箸
向
か
ふ
弟
の
命
は　

朝
露
の
消
や
す
き
命
」
で
始
ま
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
弟
の
死
を
哀
し
ん
で
作
ら
れ
た
挽
歌
で
あ
る
。

　

作
者
で
あ
る
田
辺
福
麻
呂（

（
（

は
、
詳
細
な
経
歴
の
不
明
な
人
物
で
あ
る
が
、『
萬
葉
集
』
中
の
題
詞
や
作
歌
状
況
等
か
ら
、
多
少
そ
の
経
歴

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
萬
葉
集
』
巻
十
八
巻
頭
の
題
詞
に
よ
れ
ば
、
福
麻
呂
は
、
天
平
二
十
（
七
四
八
（
年
三
月
、
越
中
国
を
訪
れ
、
当
時
越
中
守
で
あ
っ
た

大
伴
家
持
と
交
流
し
て
い
る
。
同
題
詞
に
、「
左
大
臣
橘
家
之
使
者
、
造
酒
司
令
史
田
辺
福
麻
呂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
左
大
臣
・
橘
諸
兄

の
使
者
で
あ
っ
た
こ
と（

（
（

、「
造
酒
司
令
史
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
官
位
令
に
お
け
る
造
酒
令
史
の
官
位
相
当
は
大
初
位
上
で
あ
る
こ

と
か
ら（

（
（

、
福
麻
呂
は
下
級
官
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

福
麻
呂
と
交
流
の
あ
っ
た
大
伴
家
持
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
萬
葉
第
四
期
（
天
平
六
年
以
降（

（
（

（
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
。
同
時
代
に
お

い
て
、
家
持
に
次
い
で
多
く
の
歌
が
残
る
の
が
福
麻
呂
で
あ
り
、『
萬
葉
集
』
に
四
十
四
首
が
採
録
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
福
麻
呂
も
ま
た
、
萬
葉

第
四
期
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。

　

福
麻
呂
の
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
歌
人
事
典（

（
（

』
に
、

一
般
に
福
麻
呂
作
に
は
、
枕
詞
・
対
句
表
現
の
多
用
、
ま
た
先
行
歌
人
の
語
句
の
類
似
性
と
い
っ
た
面
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
平
明

で
纏
ま
っ
て
は
い
る
が
、
他
方
力
強
さ
に
欠
け
、
福
麻
呂
独
自
の
新
し
い
境
地
を
開
く
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

�

（
項
担
当
：
並
木
宏
衛
（

と
あ
る
よ
う
に
、
枕
詞
や
対
句
を
多
く
用
い
る
こ
と
、
先
行
歌
人
の
語
句
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
特
徴
は
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
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一
方
で
、
福
麻
呂
歌
集
歌
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
用
字（

9
（

や
、
枕
詞
や
対
句
と
い
っ
た
表
現
面
の
特
色（

（1
（

な
ど
か
ら
、
福
麻
呂
の
作
品
を
見
直

す
研
究
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、福
麻
呂
の
作
品
で
は
、特
に
巻
六
の
宮
廷
歌
群（
（（
（

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、巻
九
の
菟
原
処
女
の
伝
説
歌
で
あ
る
「
過

葦
屋
処
女
墓
時
作
歌
」（
一
八
〇
一
～
一
八
〇
三
（
に
関
す
る
研
究
も
多
い
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た（
（1
（

「
哀
弟
死
去
作
歌
」
を
対
象
と
す
る
。

　
「
哀
弟
死
去
作
歌
」
長
歌
（
以
下
、「
当
該
歌
」（
は
、
後
半
部
の
五
音
句
に
連
続
し
て
枕
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
注
釈
書
で
は
、

当
該
歌
の
枕
詞
の
連
続
は
、
歌
を
飾
る
た
め
の
装
飾
機
能
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
枕
詞
が
歌
意

に
深
く
関
わ
る
可
能
性
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
、
第
十
五
・
十
六
句
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」、
続
く
第
十
七
・
十
八
句
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
を
検
討
す
る
。

当
該
歌
に
用
い
ら
れ
た
枕
詞
か
ら
、
福
麻
呂
の
作
歌
の
工
夫
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、「
哀
弟
死
去
作
歌
」
長
歌
の
枕
詞
に
つ
い
て

⑴
当
該
歌
に
対
す
る
諸
注
の
評
価

　

ま
ず
、
当
該
歌
に
対
す
る
注
釈
書
の
評
価
を
見
て
み
よ
う
。

　

当
該
歌
は
、
歌
の
後
半
部
に
枕
詞
が
連
続
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
（1
（

。
該
当
の
箇
所
を
掲
出
す
る
。
諸
注
釈
書
が
枕
詞
と
判
断
す
る
五
音

句
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。

…
…
（
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ほ
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）
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き
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き
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ま
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も

乃の

）
別わ
か

石れ
し

往ゆ
け

者ば　
（
闇や
み

夜よ

成な
す

（
思お
も
ひ

迷ま
と

匍は

匐ひ　
（
所い

射ゆ

十し

六し

乃の

（
意こ
こ
ろ
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（

痛い
た
み　
（
葦あ
し

垣か
き

之の

（
思お
も
ひ

乱み
だ
れ

而て　
（
春は
る

鳥と
り

能の

（
啼ね

耳の
み

鳴な
き

乍つ
つ　
（
味あ
ぢ

沢さ
は

相ふ

（
宵よ
る
ひ
る
し
ら
ず

昼
不
知　
（
蜻か
ぎ
ろ
ひ
の

蜒
火
之
（
心こ
こ
ろ
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所
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悲な
げ
き
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れ
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悽
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焉

　

こ
の
枕
詞
の
多
用
の
表
現
手
法
と
し
て
の
是
非
が
、
当
該
歌
に
対
す
る
諸
注
の
評
価
を
分
け
て
き
た
。

　

当
該
歌
を
最
も
否
定
的
に
評
価
し
た
の
は
『
私
注（
（1
（

』
で
あ
る
。

福
麿
の
作
で
あ
る
が
、
序
、
枕
詞
の
使
用
徒
ら
に
繁
多
で
、
集
中
惡
作
の
好
例
で
あ
ら
う
。
或
は
他
人
の
爲
の
代
作
で
、
感
動
の
な
い

の
に
無
理
に
作
つ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

�

（
土
屋
文
明
『
私
注
』、
一
九
五
一
年　

傍
線
は
稿
者
に
よ
る
、
以
下
同
。（

　
『
私
注
』
に
限
ら
ず
、
当
該
歌
の
枕
詞
に
は
否
定
的
な
見
解
が
多
い
。

枕
詞
を
非
常
に
多
く
用
ゐ
て
ゐ
る
點
注
目
さ
れ
る
。
枕
詞
に
よ
つ
て
調
子
を
整
へ
趣
を
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
少
し
煩
は
し
い
感

じ
も
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。�

（
川
田
順
『
總
釋
』、
一
九
三
六
年
（

悼
意
を
陳
べ
た
末
章
は
、
通
念
的
の
文
字
の
羅
列
だ
が
、
そ
の
疊
々
層
々
の
排
叙
に
、
縷
々
反
復
な
ほ
盡
き
ぬ
悲
痛
の
情
意
が
認
め
ら

れ
る
。
但
枕
詞
や
序
詞
の
連
用
で
平
凡
を
糊
塗
し
た
嫌
が
あ
り
、
同
意
同
語
の
重
複
も
あ
り
、
繁
縟
と
錯
雜
と
の
弊
に
た
へ
ぬ
。

�

（
金
子
元
臣
『
金
子
評
釋
』、
一
九
四
五
年
（

枕
詞
の
使
用
が
稍
多
過
ぎ
て
煩
は
し
い
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、
哀
韻
は
咽
ぶ
が
如
く
流
れ
て
ゐ
る
。

�

（
佐
佐
木
信
綱
『
佐
佐
木
評
釋
』、
一
九
五
〇
年
（

後
半
、
連
續
し
て
九
個
の
枕
詞
を
使
用
し
た
の
は
、
感
情
表
出
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
、
惡
効
果
を
來
し
て
い
る
。

�

（
武
田
祐
吉
『
全
註
釋
』、
一
九
五
六
年
（

　
『
總
釋
』
は
、
枕
詞
に
調
子
を
整
え
る
機
能
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、「
少
し
煩
は
し
い
感
じ
も
す
る
」
と
評
す
る
。『
金
子
評
釋
』
は
、

「
縷
々
反
復
な
ほ
盡
き
ぬ
悲
痛
の
情
意
が
認
め
ら
れ
る
」
と
評
価
す
る
が
、
枕
詞
を
使
う
こ
と
で
歌
の
「
平
凡
を
糊
塗
し
た
嫌
」
が
あ
り
、
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同
じ
よ
う
な
意
味
や
同
じ
よ
う
な
語
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
に
、「
繁
縟
と
錯
雑
と
の
弊
に
た
へ
ぬ
」
と
す
る
。『
佐
佐
木
評
釋
』
は
、
歌
に

流
れ
る
哀
韻
を
評
価
し
な
が
ら
も
、『
總
釋
』
と
同
じ
く
「
煩
は
し
い
」
と
い
う
語
で
枕
詞
の
多
用
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。『
全
註
釋
』
は
、

枕
詞
を
連
続
し
て
使
う
こ
と
は
、「
感
情
表
出
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
」
で
あ
る
と
言
う
。

　

次
に
挙
げ
る
『
集
成
』
と
『
釋
注
』
は
、
枕
詞
の
多
用
は
、
悲
し
み
を
表
現
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
考
え
、
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

枕
詞
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
悲
し
み
を
述
べ
る
趣
き
を
も
つ
歌
。

�

（
青
木
生
子
・
井
手
至
・
伊
藤
博
・
清
水
克
彦
・
橋
本
四
郎
『
集
成
』、
一
九
七
八
年
（

い
さ
さ
か
奇
異
で
一
見
興
ざ
め
の
感
じ
を
与
え
る
。
が
、
作
者
と
し
て
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
痛
恨
を
訴
え
よ
う
と
あ
え
て
企
図
し
た
工

夫
で
あ
る
ら
し
い
。�

（
伊
藤
博
『
釋
注
』、
一
九
九
六
年
（

　
「
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
」
は
、
枕
詞
を
用
い
る
こ
と
で
五
音
句
毎
に
歌
の
意
味
が
途
切
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
枕
詞
の
多
用
に
対
し
て
否
定
的
な
注
釈
書
も
あ
れ
ば
、
好
意
的
な
注
釈
書
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
立
場
に
お
い
て

も
、
当
該
歌
の
枕
詞
を
装
飾
を
重
視
し
た
修
辞
と
し
て
捉
え
る
に
留
ま
る
。

　

一
方
で
、『
窪
田
評
釋
』
と
『
全
注
』
は
、『
集
成
』
や
『
釋
注
』
と
は
異
な
る
視
点
で
、
枕
詞
の
連
続
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
。

第
二
段
「
遠
つ
國
黄
泉
の
界
」
以
下
は
、
死
者
と
し
て
埋
葬
す
る
に
際
し
て
の
心
を
、
出
來
得
る
限
り
鄭
重
な
語
を
も
つ
て
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。
五
七
二
句
を
つ
ら
ね
る
毎
に
、
そ
の
一
句
に
は
必
ず
枕
詞
を
据
ゑ
て
、
九
囘
ま
で
繰
り
返
し
て
ゐ
る
。
意
識
し
用
意
し
て

の
こ
と
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
他
に
例
の
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
首
の
歌
と
し
て
見
て
、
深
い
悲
哀
を
湛
へ
な
が
ら
も
、
同
時
に

華
麗
な
趣
を
持
つ
た
も
の
で
、
こ
の
時
代
に
は
著
し
く
少
な
く
な
つ
て
ゐ
る
挽
歌
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

�

（
窪
田
空
穂
『
窪
田
評
釋
』、
一
九
五
〇
年
（

　
『
窪
田
評
釋
』
は
、
枕
詞
の
連
続
を
「
深
い
悲
哀
を
湛
へ
な
が
ら
も
、
同
時
に
華
麗
な
趣
を
持
つ
た
も
の
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。



（
　

そ
し
て
、『
全
注
』
は
、
当
該
歌
の
枕
詞
の
用
法
の
独
自
性
に
言
及
す
る
。

た
し
か
に
こ
の
長
歌
に
お
け
る
枕
詞
の
多
用
は
繁
多
に
過
ぎ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枕
詞
は
決
し
て
固
定
し
た
慣
用
的
な
用

法
で
惰
性
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
遠
つ
国
」「
闇
夜
な
す
」
は
万
葉
集
中
の
孤
例
で
あ
り
、
福
麻
呂
が
自
ら
考
案
し
た
枕

詞
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
延
ふ
蔦
の
」「
味
さ
は
ふ
」
は
例
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
で
は
独
特
の
か
か
り
方
を
し
て
い

る
し
、「
天
雲
の
」「
春
鳥
の
」
も
他
例
と
少
々
異
な
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る
。「
か
ぎ
ろ
ひ
の
」
も
枕
詞
と
し
て
用
い
た
の
は
福
麻

呂
の
み
で
あ
っ
て
、
し
か
も
他
の
一
例
（
（
・
一
〇
四
七
（
は
「
春
」
に
か
か
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
心
理
的
表
現
の
「
心
燃
ゆ
」

に
か
け
て
い
る
。
ま
た
、「
射
ゆ
鹿
の
」
は
日
本
書
紀
歌
謡
の
古
い
枕
詞
を
平
易
な
か
か
り
方
に
変
え
て
利
用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
枕

詞
は
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
工
夫
が
す
べ
て
成
功
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、

窪
田
評
釈
が
説
く
よ
う
に
一
首
に
華
麗
な
趣
を
添
え
、
作
者
の
死
者
に
対
す
る
鄭
重
な
心
持
ち
は
十
分
に
表
現
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
…
…
亡
き
弟
へ
の
哀
惜
の
思
い
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
作
者
は
哀
悼
の
言
葉
を
飾
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
激
痛
に
も
似
た
異

性
へ
の
愛
と
は
別
の
、
し
か
し
し
み
じ
み
と
し
た
肉
親
へ
の
愛
が
、
こ
れ
ら
の
枕
詞
が
紡
ぎ
出
す
イ
メ
ー
ジ
と
調
べ
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。�

（
金
井
清
一
『
全
注
』、
二
〇
〇
三
年
（

　
『
全
注
』
は
、
当
該
歌
の
枕
詞
が
、
他
と
は
異
な
る
独
自
の
か
か
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
枕
詞
が
繁
多
で
あ
る
と
も
評
す
が
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
枕
詞
は
決
し
て
固
定
し
た
用
法
で
惰
性
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、他
の
萬
葉
歌
や
歌
謡
に
お
け
る
用
法
と
、

当
該
歌
の
枕
詞
の
用
法
と
を
比
較
し
て
、
作
者
福
麻
呂
の
工
夫
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
枕
詞
の
工
夫
に
つ
い
て
、『
窪
田
評
釋
』
の
「
華

麗
な
趣
」
と
い
う
捉
え
方
を
引
用
し
て
、「
亡
き
弟
へ
の
哀
惜
の
思
い
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
作
者
は
哀
悼
の
言
葉
を
飾
り
た
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
し
み
じ
み
と
し
た
肉
親
へ
の
愛
が
、
こ
れ
ら
の
枕
詞
が
紡
ぎ
出
す
イ
メ
ー
ジ
と
調
べ
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
の
一
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
枕
詞
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
「
イ
メ
ー
ジ
」
が
あ
る
と
言
う
。



（ 田辺福麻呂歌集「哀弟死去作歌」の枕詞

⑵
『
萬
葉
集
』
の
「
枕
詞
」

　

こ
こ
で
今
一
度
、
枕
詞
の
一
般
的
な
定
義
を
確
認
し
て
お
く
。

文
全
体
の
主
想
と
直
接
意
味
の
関
連
が
な
く
、
た
だ
軽
妙
な
意
味
の
連
想
や
音
の
類
縁
性
か
ら
生
ず
る
脹
み
・
情
緒
を
、
そ
の
連
な
る

句
や
語
（
被
枕
詞
（
に
付
与
す
る
五
音
節
以
下
の
語
句
。

�

（『
和
歌
大
辞
典（
（1
（

』
項
担
当
：
滝
沢
貞
夫
（

　

一
般
に
は
、
傍
線
の
よ
う
に
「
文
全
体
の
主
想
と
直
接
意
味
の
関
連
が
な
く
」、「
五
音
節
以
下
」
の
詞
句
が
「
枕
詞
」
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
よ
う
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
当
該
歌
の
枕
詞
は
、
最
も
一
般
的
な
枕
詞
の
認
識
、
す
な
わ
ち
歌
意
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
な
い
修

辞
と
考
え
ら
れ
、
心
情
表
現
に
は
役
に
立
た
な
い
技
巧
と
捉
え
ら
れ
る
場
合
も
多
い
。

　

し
か
し
一
方
で
、
福
麻
呂
の
当
該
歌
に
は
否
定
的
な
諸
注
も
、
人
麻
呂
の
石
見
相
聞
歌
の
第
二
群
長
歌
（
（
一
三
五
（
の
枕
詞
の
多
さ
に

は
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
当
該
歌
を
「
序
、
枕
詞
の
使
用
徒
ら
に
繁
多
で
、
集
中
惡
作
の
好
例
で
あ
ら
う
」
と
評
し
た
『
私
注
』
も
、

「
枕
詞
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
必
し
も
末
梢
的
技
巧
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
が
、
前
の
歌
（
稿
者
注
：
第
一
群
長
歌
、
（
一
三
一
（
の
次

に
此
の
歌
に
來
る
と
少
し
く
そ
の
煩
に
堪
へ
な
い
氣
も
す
る
」
と
述
べ
、
枕
詞
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
前

置
き
す
る
。

　

前
節
で
見
た
『
全
注
』
の
指
摘
の
よ
う
に
、
当
該
歌
の
枕
詞
は
、
そ
れ
自
体
は
他
に
例
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
後
続
の
七
音
句

に
他
と
は
異
な
る
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
は
ふ
蔦
の
─
己
が
向
き
向
き
」
は
、
他
の
萬
葉
歌
で
は
す
べ

て
「
は
ふ
蔦
の
─
別
れ
」
で
あ
り
、
当
該
歌
の
み
が
例
外
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、「
は
ふ
蔦
の
─
別
れ
」
と
い
う
先
例
を
承
知
の
上
で
、

作
者
が
言
葉
を
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
存
在
す
る
形
式
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
歌
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
避
け
る
姿
勢
が
見
え
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
枕
詞
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
作
者
は
解
釈
を
持
っ
て
い
て
、
当
該
歌
に
相
応
し
い
形
で
用
い
た
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
、
当
該
歌
の
枕
詞
を
、
た
だ
装
飾
性
を
重
視
し
た
歌
意
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
な
い
修
辞
で
は
な
く
、
歌
意
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
読
み
取
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
、「
蔓は
ふ

都つ

多た

乃の

　
各お
の
が〻

向む
き

〻む
き

」
に
つ
い
て

⑴
「
各
〻
向
〻
」
の
訓

　

以
下
、
当
該
歌
の
第
十
五
・
十
六
句
「
蔓は
ふ

都つ

多た

乃の　

各お
の
が〻

向む
き

〻む
き

」
と
第
十
七
・
十
八
句
「
天あ
ま

雲く
も

乃の　

別わ
か

石れ
し

往ゆ
け

者ば

」
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す

る
。

　

ま
ず
、
第
十
五
・
十
六
句
「
蔓
都
多
乃　

各
〻
向
〻
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

七
音
句
の
「
各
〻
向
〻
」
は
訓
に
諸
説
あ
る
た
め
、
は
じ
め
に
訓
を
定
め
て
お
き
た
い（
（1
（

。「
各
〻
向
〻
」
は
、
多
く
の
注
釈
書
が
「
お
の

が
む
き
む
き
」
と
い
う
訓
を
採
る
が
、
異
説
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
は
、「
お
の
が
む
き
む
き
」、「
お
の
お
の
む
き
む
き
」、「
お
の

も
お
の
も
」
の
諸
訓
案
と
、
そ
れ
を
採
る
注
釈
書
の
一
覧
で
あ
る
。

お
の
が
む
き
む
き　
『
代
匠
記
』
初
稿
本
・
精
撰
本
、『
拾
穂
抄
』、『
萬
葉
考
』、『
略
解
』、『
井
上
新
考
』、『
全
釋
』、『
金
子
評
釋
』、

　
　
　
　
　
　
　
　『
佐
佐
木
評
釋
』、『
大
系
』、『
全
註
釋
』、『
私
注
』、『
注
釋
』、『
集
成
』、『
全
訳
注
』、『
窪
田
評
釋
』、『
新
編
全
集
』、

　
　
　
　
　
　
　
　
『
釋
注
』、『
和
歌
文
学
大
系
』、『
全
注
』、『
全
歌
講
義
』、『
全
解
』、『
岩
波
文
庫
』

お
の
お
の
む
き
む
き　
『
代
匠
記
』
精
撰
本
（「
お
の
が
む
き
む
き
」
以
外
の
一
案
と
し
て
（

お
の
も
お
の
も　
『
古
義
』、『
總
釋
』
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「
お
の
も
お
の
も
」
と
訓
ん
だ
『
古
義
』
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

各
各
向
向
は
、
本
居
氏
は
、
オ
ノ
オ
ノ
ム
キ
ム
キ

8

8

8

8

8

8

8

8

と
よ
め
り
、
今
按フ

に
、
こ
れ
は
オ
ノ
モ
オ
ノ
モ

8

8

8

8

8

8

と
六
言
に
訓
べ
き
か
、
稱
德
天
皇ノ

紀ノ

宣
命
の
中
に
、
於オ

乃ノ

毛モ

於オ

乃ノ

毛モ

と
見
え
た
り
、
己オ
ノ
レ
モ
〳
〵々

の
意
に
て
、
俗
に
面メ
ン

々〳
〵

と
云
に
同
じ
、
又
按フ

に
、
向
は
、
も
し
は
面
の
誤
に
て
、

各オ
ノ
モ面

各オ
ノ
モ面

と
云
意
に
、
各
々
面
々
と
か
け
る
か
、
さ
ら
ば
古
事
記
に
、
許コ

袁ヲ

呂ロ

許コ

袁ヲ

呂ロ

を
、
許
々
袁
々
呂
々
と
書
る
類
と
す
べ
し

�

（
鹿
持
雅
澄
『
古
義
』（

　
『
古
義
』
が
論
拠
と
し
て
い
る
の
は
、『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
六
の
称
徳
天
皇
の
宣
命
の
「
於オ

乃ノ

毛モ

於オ

乃ノ

毛モ

貞
か
に
能
く
浄
き
心
を
以
て
奉

仕
れ（
（1
（

」（
第
三
十
三
詔
、
天
平
神
護
元
（
七
六
五
（
年
三
月
条
（
で
あ
る
。
こ
の
「
於オ

乃ノ

毛モ

於オ

乃ノ

毛モ

」
は
、『
古
義
』
が
「
俗
に
面メ
ン

々〳
〵

と
云
に

同
じ
」
と
言
う
よ
う
に
、〔
お
の
お
の
〕
や
〔
め
い
め
い
〕
と
い
っ
た
意
味
で
解
釈
で
き
る
。
川
田
順
『
總
釋
』（
一
九
三
六
年
（
も
、『
古
義
』

を
参
考
に
し
て
「
お
の
も
お
の
も
」
を
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
お
の
も
お
の
も
」
は
、
七
音
句
に
あ
っ
て
六
音
で
あ
る
。
字
足
ら
ず
句
は
、
記
紀
歌
謡
や
人
麻
呂
以
前
に
は
散
見
す
る
が
、
福
麻
呂
の

頃
に
は
特
殊
な
場
合
を
除
き
減
少
し
て
い
る
。
垣
見
修
司（
（1
（

が
「
金
村
、
福
麻
呂
、
池
主
は
字
足
ら
ず
句
を
あ
ま
り
用
い
な
い
」
と
言
う
よ
う

に
、
福
麻
呂
は
五
七
の
定
型
を
守
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
古
義
』
は
「
向
は
、
も
し
は
面
の
誤
」
と
言
い
、「
向
」
の

字
が
「
面
」
を
誤
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、『
校
本
萬
葉
集（
（1
（

』
の
限
り
で
は
い
ず
れ
の
写
本
に
も
異
同
は
見
え
な
い
。

　

最
も
多
く
の
注
釈
書
が
採
る
「
お
の
が
む
き
む
き
」
は
、
元
暦
校
本
を
は
じ
め
、
次
点
本
、
新
点
本
で
も
広
く
採
ら
れ
て
き
た
訓
で
あ
る（
11
（

。

近
年
の
注
釈
書
も
こ
の
訓
を
採
る
。『
全
釋
』
は
根
拠
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

舊
訓
を
改
め
て
、
代
匠
記
精
撰
本
「
お
の
お
の
と
讀
む
べ
き
に
や
」
と
あ
り
、
古
義
は
オ
ノ
モ
オ
ノ
モ
と
よ
ん
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
祝

詞
大
殿
祭
に
己オ
ノ
ガ
ム
キ
ム
キ
ア
ラ
シ
メ
ズ

乖
乖
不
令
在
と
あ
つ
て
、
オ
ノ
ガ
ム
キ
ム
キ
と
い
ふ
成
語
と
思
は
れ
る
か
ら
、
さ
う
訓
む
こ
と
に
す
る
。

�

（
鴻
巣
盛
広
『
全
釋
』、
一
九
三
二
年
（
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『
全
釋
』
は
、「
お
の
が
む
き
む
き
」
は
祝
詞
に
見
え
る
成
語
で
あ
る
と
す
る
。『
延
喜
式
』
巻
八
の
祝
詞
「
大
殿
祭
」
に
、「
親み
こ

王た
ち

・

諸お
ほ
き
み
た
ち王

・
諸ま
へ
つ
ぎ
み
た
ち臣

・
百も
も

の
官つ
か
さ

人び
と

等た
ち

を
、
己お

の
が
む
き
む
き
あ
ら
し
め
ず

乖
々
不
令
在
、
耶あ

し
き
意こ
こ
ろ

・
穢き
た
な

き
心こ
こ
ろ

な
く
、
宮み
や

進す
す

め
進す
す

め
し
て
、
宮み
や

勤つ
と

め
勤つ
と

め
し
め
て（

1（
（

」
と
あ
る
こ

と
に
よ
ろ
う
。

　
『
代
匠
記
』
は
、
初
稿
本
で
も
精
撰
本
で
も
、
本
文
で
は
従
来
の
通
り
に
「
お
の
が
む
き
む
き
」
の
訓
を
採
る
が
、
一
方
で
、
精
撰
本
に

次
の
よ
う
な
注
が
見
え
る
。

各
〻
モ
、
下
ノ
向
〻
ノ
點
ニ
准
ゼ
バ
、
オ
ノ
〳
〵
ト
讀
べ
キ
ニ
ヤ�

（
契
沖
『
代
匠
記
』
精
撰
本
（

　
「
向
〻
」
を
「
む
き
む
き
」
と
訓
む
な
ら
ば
、「
各
〻
」
も
ま
た
「
お
の
お
の
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
一
案
で
あ
る
。

　
『
代
匠
記
』
精
撰
本
の
提
示
し
た
訓
「
お
の
お
の
む
き
む
き
」
は
八
音
で
あ
る
が
、
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
が
含
ま
れ
る
の
で
、
字
余

り
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
福
麻
呂
歌
集
歌
に
お
い
て
、
同
じ
文
字
の
繰
り
返
し
は
、
他
に
「
布ふ

当た
ぎ

山や
ま

〻や
ま

並な
み

見み
れ
ば者

」（
（
一
〇
五
五
（、

「
中な

か

〻な
か

二に

辞こ
と

緒を

下し
た

延は
へ

」（
9
一
七
九
二
（
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
音
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
こ
の
二
例
に
従
え
ば
、「
各
〻
」
も
ま
た
「
お

の
お
の
」
と
訓
む
た
め
の
表
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
お
の
が
む
き
む
き
」
と
「
お
の
お
の
む
き
む
き
」
は
、
ど
ち
ら
も
〔
個
々
が
異
な
る
方
向
を
向
き
〕
の
意
と
解
釈
で
き
る
。

　

し
か
し
、「
お
の
が
」
が
『
萬
葉
集
』
に
十
九
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
お
の
お
の
」
は
『
萬
葉
集
』
に
は
例
が
な
く
、
記
紀
に
も
見
え

な
い（
11
（

。『
萬
葉
集
』
中
に
「
お
の
お
の
」
の
例
は
な
く
、「
お
の
が
」
の
例
は
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
お
の
が
む
き
む
き
」
の
訓
を
採
る
こ

と
に
す
る
。

⑵　
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
と
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」

　

前
節
で
は
、「
蔓は
ふ

都つ

多た

乃の　

各お
の
が〻

向む
き

〻む
き

」
の
七
音
句
「
各
〻
向
〻
」
の
訓
を
検
討
し
、「
お
の
が
む
き
む
き
」
を
採
る
こ
と
を
述
べ
た
。
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以
下
、
当
該
歌
の
枕
詞
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き　

天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
は
、
一
見
、「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
で
一
連
の
句
、「
天
雲
の
別
れ
し
行

け
ば
」
で
一
連
の
句
と
い
う
構
造
を
持
つ
。
し
か
し
、「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
と
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
は
、
ど
ち
ら
も
、「
別

れ
」
を
示
唆
す
る
表
現
で
あ
り
、
あ
る
種
の
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
。

　
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
当
該
歌
を
除
く
「
は
ふ
蔦
の
」
は
す
べ
て
「
別
る
」
を
導
く
。
当
該
歌
以
外
の
全
四
例
を
掲
出
す
る
。

　
　

①　

…
…
深
海
松
の
深
め
て
思
へ
ど　

さ
寝
し
夜
は
い
く
だ
も
あ
ら
ず　

延は
ふ

都つ

多た

乃の

別
れ
し
来
れ
ば　

肝
向
か
ふ
心
を
痛
み
…
…

�

（
（
一
三
五
・
相
聞　

柿
本
人
麻
呂
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
従
石
見
国
別
妻
上
来
時
歌
」（

　
　

②　

�

…
…
旅
な
れ
ば
君
か
偲
は
む　

言
は
む
す
べ
せ
む
す
べ
知
ら
ず　
〈
或
書
有
「
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
に
」
句
也
〉　

延は
ふ

津つ

田た

乃の

行

き
の
〈
或
本
無
「
行
き
の
」
句
也
〉
別
れ
の
あ
ま
た
惜
し
き
も
の
か
も�

（
1（
三
二
九
一
・
相
聞
（

　
　

③　

�

…
…
玉
く
し
げ
二
上
山
に　

波は

布ふ

都つ

多た

能の

行
き
は
別
れ
ず　

あ
り
通
ひ
い
や
年
の
は
に　

思
ふ
ど
ち
か
く
し
遊
ば
む　

今
も
見
る

ご
と　

�

（
1（
三
九
九
一　

大
伴
家
持
「
遊
覧
布
勢
水
海
賦
」（

　
　

④　

…
…
ま
す
ら
を
の
引
き
の
ま
に
ま
に　

し
な
ざ
か
る
越
路
を
さ
し
て　

波は

布ふ

都つ

多た

能の

別
れ
に
し
よ
り
…
…

�

（
19
四
二
二
〇　

大
伴
坂
上
郎
女
「
従
京
師
来
贈
歌
」（

　

右
の
よ
う
に
、「
は
ふ
蔦
の
」
は
、
当
該
歌
以
外
の
四
例
で
は
、
①
④
の
よ
う
に
「
別
れ
し
来
れ
ば
」、「
別
れ
に
し
よ
り
」
の
前
、
ま
た

は
②
③
の
よ
う
に
「
行
き
の
別
れ
」、「
行
き
は
別
れ
ず
」
の
前
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、「
は
ふ
蔦
の
」
は
、「
別
れ
」、「
別
る
」

を
導
く
枕
詞
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
当
該
歌
で
は
、「
は
ふ
蔦
の
─
別
れ
」
で
は
な
く
「
は
ふ
蔦
の
─
己
が
向
き
向
き
」
と
置
き
、
そ
の
後
に
「
天
雲
の
─
別
れ
し

行
け
ば
」
と
続
け
て
い
る
。「
は
ふ
蔦
の
別
れ
し
行
け
ば
」
と
詠
ま
ず
、「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き　

天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
と
詠
ん
だ
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の
は
、
何
か
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
歌
を
含
む
『
萬
葉
集
』
に
残
る
五
例
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
年
代
の
明
確
な
最
初
の
用
例
は
①
の
人
麻
呂
の
石
見
相
聞
歌
の
第
二
群

長
歌
で
あ
る
。「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
は
、
人
麻
呂
に
始
ま
る
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
～
④
の
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」、
そ
し
て
当
該

歌
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
も
、
①
の
石
見
相
聞
歌
を
踏
ま
え
た
上
で
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

　

定
型
表
現
で
あ
っ
た
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
と
当
該
歌
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
の
関
連
に
つ
い
て
、『
代
匠
記
』
と
『
金
子
評
釋
』

は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

人
麻
呂
の
、
石
見
よ
り
上
ら
る
ゝ
時
の
歌
に
、
は
ふ
つ
た
の
わ
か
れ
し
く
れ
ば
と
あ
る
に
お
な
じ
。
つ
た
の
も
と
は
ひ
と
つ
な
る
が
、

末
は
こ
な
た
か
な
た
へ
は
ひ
わ
か
る
ゝ
に
た
と
へ
て
、
を
の
が
む
き
〳
〵
と
い
へ
り
。

　

�

（
契
沖
『
代
匠
記
』
初
稿
本
（

は
ふ
つ
た
の　
「
お
の
が
む
き
む
き
」
に
係
る
枕
詞
。
巻
二
に
は
「
別
れ
」
の
枕
詞
に
用
ゐ
た
例
が
あ
る
。
蔦
は
先
か
ら
先
へ
枝
を
さ

し
て
分
岐
し
て
ゆ
く
の
で
、
お
の
が
向
き
〳
〵

0

0

0

0

0

0

0

で
も
あ
り
、
別
れ
0

0

で
も
あ
る
。

�

（
金
子
元
臣
『
金
子
評
釋
』、
一
九
四
五
年
（

　

当
該
歌
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
も
、
石
見
相
聞
歌
の
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
と
同
様
に
、
蔦
が
枝
分
か
れ
す
る
様
子
を
表
す
と
い

う
。
こ
の
他
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
、「
は
ふ
蔦
」
が
「
己
が
向
き
向
き
」
に
か
か
る
の
は
、
蔦
が
枝
分
か
れ
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
解

釈
で
一
致
す
る（
11
（

。

　
「
つ
た
」
は
、
当
該
歌
を
含
む
『
萬
葉
集
』
の
「
は
ふ
つ
た
の
」
五
例
を
除
い
て
、
記
紀
、『
萬
葉
集
』
に
他
に
例
が
な
い
。
明
確
に
種
類

を
特
定
で
き
る
用
例
は
な
い
が
、
②
の
「
或
書
」
の
異
伝
に
「
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
に
は
ふ
蔦
の
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
つ
た
」
は

山
の
木
の
梢
に
這
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
蔓
性
の
植
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
だ
ろ
う
。
諸
注
の
言
う
よ
う
に
、「
は
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ふ
蔦
の
」
が
「
別
れ
」
と
「
己
が
向
き
向
き
」
の
前
に
置
か
れ
る
の
は
、「
つ
た
」
の
枝
が
分
岐
し
て
伸
び
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
は
、
先
行
す
る
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
と
い
う
表
現
を
意
識
し
て
用
い
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
歌
で
は
、
あ
え
て
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
定
型
化
し
た
枕
詞
「
は
ふ
蔦
の
」

で
あ
っ
て
も
、
蔦
の
枝
が
二
つ
に
分
か
れ
る
か
ら
、「
は
ふ
蔦
の
」
は
「
別
れ
」
を
導
く
枕
詞
で
あ
る
と
理
解
し
て
自
分
の
歌
に
用
い
る
と

い
う
作
歌
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
の
下
に
は
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
が
続
く
。「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き
」
と
「
天

雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
「
別
れ
」
に
関
連
す
る
詞
句
を
繰
り
返
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

三
、「
天あ
ま

雲く
も

乃の

　
別わ
か

石れ
し

往ゆ
け

者ば

」
に
つ
い
て

⑴
諸
注
の
解
釈

　

本
章
で
は
、
第
十
七
・
十
八
句
「
天あ
ま

雲く
も

乃の　

別わ
か

石れ
し

往ゆ
け

者ば

」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

当
該
歌
の
「
天
雲
の
」
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
い
る
従
来
の
注
釈
書
は
少
な
い
。
次
に
掲
出
す
る
十
二
の
注
釈
書
は
、
当
該
歌
の
「
天

雲
の
」
を
歌
意
に
影
響
を
与
え
な
い
枕
詞
、
ま
た
は
特
に
語
釈
の
必
要
の
な
い
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「
天
雲
の
」
に
対
す
る
語
釈
に
「
枕
詞
」
と
あ
り
、
詳
し
い
説
明
が
な
い
も
の

　
　
　
　
『
代
匠
記
』
初
稿
本
・
精
撰
本
、『
古
義
』、『
全
釋
』、『
總
釋
』、『
私
注
』、『
註
釋
』、『
集
成
』、『
全
注
』

　
　
「
天
雲
の
」
に
対
す
る
語
釈
が
な
く
、
歌
本
文
に
お
い
て
「
天
雲
の
」
を
（　

（
で
括
る
も
の

　
　
　
　
『
井
上
新
考
』
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「
天
雲
の
」
に
対
す
る
語
釈
が
な
く
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
も
「
天
雲
の
」
を
反
映
し
て
い
な
い
も
の

　
　
　
　
『
佐
佐
木
評
釋
』、『
大
系
』

　
　
「
天
雲
の
」
に
対
す
る
語
釈
が
な
く
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
「
天
雲
の
」
を
（　

（
で
括
る
も
の

　
　
　
　
『
新
編
全
集
』

　

次
の
四
つ
の
注
釈
書
は
、
前
に
挙
げ
た
注
釈
書
と
は
異
な
り
、「
天
雲
の
」
を
字
句
に
掛
か
る
比
喩
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的

な
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
『
拾
穂
抄
』
─
「
諷
詞
」

　
　
『
萬
葉
考
』
─
「
如
く
を
入
て
心
得
べ
し
」

　
　
『
略
解
』
─
「
天
雲
ノ
如
ク
と
言
ふ
を
略
け
り
」

　
　
『
全
訳
注
』
─
「
次
句
の
形
容
」

　

こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
、「
天
雲
の
」
を
比
喩
表
現
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
、
前
に
挙
げ
た
十
二
の
注
釈
書
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
具

体
的
な
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
各
注
の
筆
者
が
「
天
雲
の
」
を
「
別
れ
し
行
け
ば
」
の
ど
の
よ
う
な
比
喩
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
八
つ
の
注
釈
書
は
、「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
の
解
釈
は
、

以
下
の
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

Ａ　

天
雲
が
分
か
れ
る
様
子　
『
金
子
評
釋
』、『
窪
田
評
釋
』、『
全
註
釋
』、『
和
歌
文
学
大
系
』、『
全
歌
講
義
』

　
　

Ｂ　

天
雲
が
近
づ
き
が
た
く
見
え
る
様
子　
『
釋
注
』

　
　

Ｃ　

天
雲
が
遠
く
離
れ
て
行
く
様
子　
『
全
解
』
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Ｄ　

天
雲
が
頼
り
な
く
動
く
様
子　
『
岩
波
文
庫
』

　

こ
の
う
ち
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
の
解
釈
と
し
て
は
Ａ
ま
た
は
Ｃ
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
は
「
天
雲
の
外

の
み
見
つ
つ
」（
（
五
四
六
、
笠
金
村
（、
Ｄ
は
「
天
雲
の
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に（
11
（

」（
1（
三
二
七
二
（
と
い
っ
た
、『
萬
葉
集
』
中
に
見
え
る
「
天

雲
の
」
を
も
と
に
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
」
を
理
解
す
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｄ
の
依
拠
す
る
こ
れ
ら
の
例
を
当
該
歌
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
七

音
句
「
別
れ
し
行
け
ば
」
と
の
関
連
が
明
確
で
は
な
く
従
い
が
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
」
は
、
多
く
の
注
釈
書
で
は
、
歌
意
に
影
響
を
与
え
な
い
枕
詞
、
ま
た
は
語
釈
不
要
の
も
の
と
見

做
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
注
釈
書
は
「
天
雲
の
」
を
比
喩
と
し
て
解
釈
す
る
が
、
比
喩
の
内
容
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
比
喩
の
イ
メ
ー
ジ

を
明
示
し
て
い
る
注
釈
書
の
中
で
も
解
釈
は
一
定
で
な
い
。「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
の
解
釈
と
し
て
適
当
で
あ
る
の
は
、
最
も
多
く
の

注
釈
書
が
採
る
Ａ
「
天
雲
が
分
か
れ
る
様
子
」
ま
た
は
、『
全
解
』
が
採
る
Ｃ
「
天
雲
が
遠
く
離
れ
て
行
く
様
子
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
節
で
は
、『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
わ
か
る
」
と
い
う
語
の
用
法
を
整
理
し
、
七
音
句
「
別
れ
し
行
け
ば
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑵
『
萬
葉
集
』
の
「
わ
か
る
」

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
」
に
つ
い
て
、〔
天
雲
が
分
裂
す
る
〕
の
で
「
別
れ
」
に
か
か
る
枕
詞
に
な
る
と
考
え

る
注
釈
書
は
多
い
。

雲
は
集
ま
つ
て
も
分
散
す
る
の
で
、「
別
れ
」
に
係
け
た
枕
詞
。�

（
金
子
元
臣
『
金
子
評
釋
』、
一
九
四
五
年
（

「
天
雲
の
」
は
、
ち
り
ぢ
り
に
な
る
意
で
、「
別
れ
」
の
枕
詞
。�

（
窪
田
空
穂
『
窪
田
評
釋
』、
一
九
五
〇
年
（

枕
詞
。
天
の
雲
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別
れ
る
と
い
う
の
で
、
別
レ
に
冠
し
て
い
る
。�

（
武
田
祐
吉
『
全
註
釋
』、
一
九
五
六
年
（

枕
詞
。
天
雲
が
別
れ
別
れ
に
な
る
よ
う
に
、
の
意
で
「
別
れ
」
に
冠
す
る
。�

（
稲
岡
耕
二
『
和
歌
文
学
大
系
』、
二
〇
〇
二
年
（



1（

（
注
（「
別
れ
」
に
か
か
る
枕
詞
。（
現
代
語
訳
（
空
の
雲
が
離
れ
離
れ
に
な
る
よ
う
に
別
れ
て
行
っ
た
の
で

�

（
阿
蘇
瑞
枝
『
全
歌
講
義
』、
二
〇
〇
九
年
（

　

こ
れ
ら
は
、「
別
れ
し
行
け
ば
」
の
「
わ
か
る
」
を
〔
二
つ
に
分
か
れ
る
〕
の
意
と
解
し
た
こ
と
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
⑤
は
、

〔
二
つ
に
分
か
れ
る
〕
と
い
う
意
味
の
「
わ
か
る
」
の
用
例
で
あ
る
。

　
　

⑤　

妹
も
我
も
一
つ
な
れ
か
も　

三
河
な
る
二
見
の
道
ゆ
別わ

か

不れ
か
ね勝

鶴つ
る

�

（
（
二
七
六
・
雑
歌　

高
市
黒
人
「
高
市
黒
人
羈
旅
歌
」（

　

右
の
歌
は
、
女
性
と
自
分
が
二
つ
の
道
に
分
か
れ
が
た
い
こ
と
を
歌
う
。
ま
た
、「
は
ふ
蔦
の
わ
か
れ
」
や
、
天
と
地
が
分
か
れ
た
時
以

来
と
い
う
意
味
の
表
現
で
あ
る
「
天
地
の
分わ
か
れ
し
と
き
ゆ

時
従
」（
（
三
一
七
、
山
部
赤
人
（、「
天
地
の
別わ
か
れ
し
ゆ
と
き
ゆ

時
由
」（
（
一
五
二
〇
、
山
上
憶
良
（、「
天
地

と
別わ
か
れ
し
と
き
ゆ

之
時
従
」（
10
二
〇
〇
五
、
10
二
〇
九
二
（
の
「
わ
か
る
」
も
、
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
が
分
か
れ
る
例
で
あ
ろ
う
。

　
〔
二
つ
に
分
か
れ
る
〕
は
、「
わ
か
る
」
と
い
う
語
の
基
本
的
な
語
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、『
萬
葉
集
』
中
に
は
、「
わ
か
る
」
と
「
行
く
」
を
合
わ
せ
た
表
現
で
、〔
主
格
が
元
い
た
場
所
を
後
に
置
い
て
離
れ
て
行
く
〕

と
解
釈
で
き
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

⑥　

�

…
…
難
波
潟
御
津
の
崎
よ
り　

大
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き　

白
波
の
高
き
荒
海
を　

島
伝
ひ
伊い

わ
か
れ
ゆ
か
ば

別
往
者　

留
ま
れ
る
我
は
幣
引
き　

斎
ひ
つ
つ
君
を
ば
待
た
む　

早
帰
り
ま
せ

�

（
（
一
四
五
三
・
雑
歌　

笠
金
村
「
天
平
五
年
癸
酉
春
閏
三
月
、
笠
金
村
贈
入
唐
使
歌
」（

　
　

⑦　

百
隈
の
道
は
来
に
し
を　

ま
た
更
に
八
十
島
過
ぎ
て
和わ

加か

例れ

加か

由ゆ

可か

牟む
�

（
（0
四
三
四
九　

刑
部
三
野
（

　

⑥
は
遣
唐
使
に
贈
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。「
島
伝
ひ
い
別
れ
行
か
ば
」
の
主
格
は
遣
唐
使
一
行
で
あ
り
、都
に
「
留
ま
れ
る
我
」
は
動
か
な
い
。
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⑦
は
上
総
国
の
防
人
の
歌
で
、
こ
れ
も
「
別
れ
か
行
か
む
」
の
主
格
は
、
上
総
国
か
ら
任
地
へ
の
道
を
行
く
防
人
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
故

郷
は
動
い
て
い
な
い
。
二
つ
の
方
向
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
主
格
で
あ
る
一
人
、
ま
た
は
集
団
が
離
れ
て
行
く
こ
と
を
強
調
し

た
表
現
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
例
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
は
、
雲
が
二
つ
に
分
か
れ
る
、
自
分
と
弟
が
二
つ
に
分
か
れ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
雲
が
離
れ
て
行
く
、
死
ん
だ
弟
が
自
分
の
元
を
離
れ
て
行
く
と
い
う
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
。

後
者
を
と
る
注
釈
書
は
、『
全
解
』
の
み
で
あ
る
。

　
　

枕
詞
。
天
雲
が
遠
く
離
れ
て
行
く
と
こ
ろ
か
ら
、「
別
れ
し
行
け
ば
」
に
接
続
。

�

（
多
田
一
臣
『
全
解
』、
二
〇
〇
九
年
（

　
「
別
れ
行
く
」
と
い
う
語
の
用
法
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
全
解
』
の
説
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

⑶
『
萬
葉
集
』
の
「
雲
」

　

前
節
で
は
、「
別
れ
し
行
け
ば
」
の
「
わ
か
る
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
、〔
二
つ
に
分
か
れ
る
〕
と
〔
離
れ
て
行
く
〕
と
い
う
二
つ
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
節
で
は
、『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
「
雲
」
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
ゆ
き
、『
萬

葉
集
』
の
雲
の
表
現
と
し
て
、
ど
ち
ら
が
よ
り
適
切
で
あ
る
か
検
討
す
る
。

　
『
萬
葉
集
』
中
、「
雲
」
の
用
例
は
二
〇
〇
例
を
超
え
る
。
約
二
〇
〇
例
の
中
で
、
分
裂
す
る
雲
は
、
二
首
三
例
し
か
確
認
で
き
な
い
。
珍

し
い
表
現
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　

⑧　

�

…
…
天あ

ま

雲く
も

之の

八や

重へ

掻か
き

別わ
け

而て

〈
一
云
、
天あ

ま

雲く
も

之の

八や

重へ

雲く
も

別わ
け

而て

〉　

神
下
し
い
ま
せ
ま
つ
り
し　

高
照
ら
す
日
の
皇
子
は
…
…

�

（
（
一
六
七
・
挽
歌　

柿
本
人
麻
呂
「
日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
柿
本
人
麻
呂
作
歌
」（



1（
　
　

⑨　
�

…
…
之し

良ら

久く

母も

能の

知ち

辺へ

乎を

於お

之し

和わ

気け　

天
そ
そ
り
高
き
立
山　

冬
夏
と
別
く
こ
と
も
な
く　

白
た
へ
に
雪
は
降
り
置
き
て
…
…

�

（
1（
四
〇
〇
三　

大
伴
池
主
「
敬
和
立
山
賦
」（

　

ど
ち
ら
の
雲
も
、
⑧
は
「
神
下
し
い
ま
せ
ま
つ
り
し
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
天
上
の
神
に
よ
っ
て
、
⑨
は
「
天
そ
そ
り
高
き
立
山
」、
非

常
に
高
い
山
と
い
う
特
殊
な
他
者
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑧
「
か
き
わ
く
」、
⑨
「
お
し
わ
く
」
が
他
動
詞
で
あ
る
の
に
対
し
、

当
該
歌
の
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
の
「
わ
か
る
」
は
自
動
詞
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
⑧
⑨
の
よ
う
な
例
は
、
当
該
歌
の
「
天

雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
と
は
異
な
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

独
り
で
に
分
裂
す
る
雲
は
、『
萬
葉
集
』
に
は
例
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
を
〔
天
雲
が
二
つ
に
分
か
れ
る
よ

う
に
別
れ
て
行
っ
た
の
で
〕
と
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
。

　

一
方
、
空
を
彼
方
ま
で
流
れ
て
行
く
雲
は
、『
萬
葉
集
』
に
多
く
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
の
二
例
は
、「
天
雲
」
の
例
で
あ
る
。

　
　

⑩　

…
…
い
づ
く
に
か
君
が
ま
さ
む
と　

天あ
ま

雲く
も

乃の

行ゆ
き

之の

随
ま
に
ま
に

尓に　

射
ゆ
鹿
猪
の
行
き
も
死
な
む
と　

思
へ
ど
も
道
の
知
ら
ね
ば
…
…

�

（
1（
三
三
四
四
・
挽
歌
（

　
　

⑪　

天あ
ま

雲く
も

乃の

去ゆ
き

還か
へ
り

奈な

牟む

毛も

能の

由ゆ

恵ゑ

尓に　

思
ひ
そ
我
が
す
る　

別
れ
悲
し
み

�
（
19
四
二
四
二　

藤
原
仲
麻
呂（

11
（

「
大
納
言
藤
原
家
餞
之
入
唐
使
等
宴
日
歌
」（

　

⑩
は
挽
歌
で
、
亡
く
な
っ
た
男
性
を
探
す
た
め
な
ら
ど
こ
ま
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
表
現
と
し
て
、「
天
雲
の
行
き
の
随
に
」

を
用
い
る
。「
天
雲
の
行
き
の
随
に
」
は
、〔
天
雲
が
行
く
の
に
従
っ
て
〕
と
解
さ
れ
る
。
⑪
は
、
遣
唐
使
に
贈
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
唐
へ
向

か
う
遣
唐
使
を
「
天
雲
」
に
擬
す
。
⑩
は
死
者
の
い
る
場
所
、
⑪
は
唐
の
国
、
い
ず
れ
も
果
て
し
な
く
遠
い
場
所
へ
行
く
こ
と
の
比
喩
と
し

て
、
流
れ
て
行
く
「
天
雲
」
が
機
能
し
て
い
る
。
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こ
の
他
に
も
、『
萬
葉
集
』
に
は
、
行
く
雲
を
詠
む
歌
が
見
え
る
。
次
に
掲
出
す
る
の
は
、
人
間
が
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
叶
わ
な
い
遠
い

距
離
も
飛
び
越
え
て
行
く
雲
の
用
例
で
あ
る
。

　
　

⑫　

…
水み

空そ
ら

往ゆ
く

雲く
も

尓に

毛も

欲が

成も　

高
飛
ぶ
鳥
に
も
が
も　

明
日
行
き
て
妹
に
言
問
ひ
…
…�

（
（
五
三
四
・
相
聞　

安
貴
王
（

　
　

⑬　

風か
せ

雲く
も

者は

二ふ
た
つ
の
き
し
に

岸
尓
可か

よ

へ

ど

も

欲
倍
杼
母　

我
が
遠
妻
の
言
そ
通
は
ぬ�

（
（
一
五
二
一
・
秋
雑
歌　

山
上
憶
良
（

　
　

⑭　

ひ
さ
か
た
の
天あ

ま

飛と
ぶ

雲く
も

尓に

在あ
り

而て

然し
か　

君
を
相
見
む　

お
つ
る
日
な
し
に�

（
11
二
六
七
六
・
寄
物
陳
思
（

　
　

⑮　

国
遠
み
思
ひ
な
わ
び
そ　

風
の
む
た
雲く

も
の
ゆ
く
ご
と

之
行
如
言
は
通
は
む�

（
1（
三
一
七
八
・
羈
旅
発
思
（

　
　

⑯　

美み

そ

ら

ゆ

く

く

も

に

も

が

も

な

蘇
良
由
久
君
母
尓
毛
我
母
奈　

今
日
行
き
て
妹
に
言
問
ひ
明
日
帰
り
来
む�

（
1（
三
五
一
〇
・
相
聞　

東
歌
（

　
　

⑰　

…
…
あ
し
ひ
き
の
山
川
隔
り　

風か
ぜ
く
も
に

雲
尓
言こ

と

者は
か
よ
へ
ど

雖
通　

直
に
逢
は
ず
日
の
重
な
れ
ば
…
…

　

�

（
19
四
二
一
四　

大
伴
家
持
「
挽
歌
」（

　
　

⑱　

美み

蘇そ

良ら

由ゆ

久く

く〻

母も

も〻

都つ

可か

比ひ

等と

人
は
言
へ
ど　

家
づ
と
遣
ら
む
た
づ
き
知
ら
ず
も

�

（
（0
四
四
一
〇　

大
伴
家
持
「
陳
防
人
悲
別
情
歌
」（

　

た
と
え
ば
⑫
は
、「
み
空
行
く
雲
」
や
「
高
飛
ぶ
鳥
」
で
あ
れ
ば
、
明
日
行
っ
て
妹い
も

と
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
歌
う
。
⑫
の
長
歌
冒

頭
に
「
遠
妻
」
と
あ
る
こ
と
、
左
注
に
因
幡
八
上
采
女
が
因
幡
国
に
帰
さ
れ
た
（「
退
二
却
本
郷
一
焉
」（
時
に
安
貴
王
が
作
っ
た
歌
で
あ
る

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
理
的
な
隔
た
り
が
わ
か
る
。「
み
空
行
く
雲
に
も
が
も
」
は
、
自
分
が
雲
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
次
の
日
に
因
幡
ま
で

の
距
離
を
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
と
い
う
実
現
不
可
能
な
願
い
の
表
現
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
萬
葉
集
』
に
は
、
独
り
で
に
分
裂
す
る
雲
は
例
が
な
く
、
遠
く
へ
流
れ
て
行
く
雲
は
例
が
多
い
。「
白
真
弓
い
ま
春
山

に
去ゆ

く

雲く
も

之の

逝ゆ
き

哉や

将わ
か

別れ
む

恋
し
き
も
の
を
」（
10
一
九
二
三
・
春
相
聞
「
寄
雲
」（
の
よ
う
な
雲
も
、
山
の
上
を
越
え
、
遠
く
へ
流
れ
て
行
く
雲
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
の
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
の
「
天
雲
の
」
も
ま
た
、
雲
が
分
裂
す
る
の
で
「
別
れ
」
に
掛
か
る
枕
詞
に
な



（0

る
の
で
は
な
く
、
遠
く
へ
流
れ
て
行
く
雲
に
黄
泉
の
国
へ
行
く
弟
を
重
ね
合
わ
せ
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷
福
麻
呂
歌
の
「
雲
」
─
「
天あ
ま

雲く
も

乃の

退そ
き

部へ

乃の

限き
は
み

」
─

　

最
後
に
、
当
該
歌
の
作
者
で
あ
る
福
麻
呂
の
「
雲
」
の
用
例
を
見
て
み
た
い
。『
萬
葉
集
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
を
見
る
限
り
で
は
、

福
麻
呂
は
、「
雲
」
を
含
む
語
の
中
で
「
天
雲
」
の
み
を
使
用
し
て
い
る（
11
（

。

　
　

⑲　

�

…
…
玉
桙
の
道
の
辺
近
く　

岩
構
へ
作
れ
る
塚
を　

天あ
ま

雲く
も

乃の

退そ
き

部へ

乃の

限き
は
み　

こ
の
道
を
行
く
人
ご
と
に　

行
き
寄
り
て
い
立
ち
嘆
か

ひ
…
…�

（
9
一
八
〇
一
・
挽
歌　

田
辺
福
麻
呂
歌
集
「
過
葦
屋
処
女
墓
時
作
歌
」（

　

右
に
挙
げ
た
⑲
は
、
福
麻
呂
歌
集
「
過
葦
屋
処
女
墓
時
作
歌
」
の
一
部
で
あ
る
。
葦
屋
の
菟
原
処
女
の
墓
を
訪
れ
た
際
の
歌
で
あ
る
と
い

う
。

　

こ
の
「
天あ
ま

雲く
も

乃の

退そ
き

部へ

乃の

限き
は
み

」
も
、〔
天
雲
の
遠
く
行
く
果
て
ま
で
〕
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
天あ
ま

雲く
も

乃の

退そ
き

部へ

乃の

限き
は
み

」
の
類
句
は
、
歌

謡
に
も
見
え
る（
11
（

。

　
　

⑳　

�

大
和
へ
に
西に

風し

吹
き
上
げ
て　

玖く

も

ば

な

れ

毛
婆
那
礼　

曽そ

き

を

り

と

も

岐
袁
理
登
母　

我
忘
れ
め
や（

11
（

�

（『
古
事
記
』
下
巻
・
歌
謡
番
号
五
五　

黒
日
売
（

　

⑳
は
、
吉
備
か
ら
大
和
へ
帰
る
仁
徳
天
皇
に
黒
日
売
が
贈
っ
た
別
れ
の
歌
で
あ
る
。
歌
意
は
、〔
大
和
の
方
に
西
風
が
吹
き
上
げ
て
、
雲

が
離
れ
る
よ
う
に
、
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
私
は
あ
な
た
を
忘
れ
ま
し
ょ
う
か
〕
と
解
釈
で
き
る
。

　

こ
の
「
そ
き
を
り
」
は
、四
段
動
詞
「
そ
く
」
の
連
用
形
「
そ
き
」、状
態
の
継
続
持
続
を
表
す
補
助
動
詞
の
「
を
り
」
と
い
う
構
造
を
持
っ

て
い
る
。
福
麻
呂
歌
の
「
あ
ま
く
も
の
そ
き（
11
（

へ
の
き
は
み
」
と
は
、「
雲
」
と
動
詞
「
そ
く
」
が
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
の
歌
謡
の
「
く
も
ば
な
れ
」
は
、
土
橋
寛（
11
（

の
「
雲
が
自
分
の
い
る
所
か
ら
、
大
和
の
ほ
う
へ
離
れ
て
行
く
こ
と
」
と
す
る
解
釈
に
従
う
。
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し
か
し
、「
雲
が
散ち
り

散ぢ
り

に
離
れ
る
意（

1（
（

」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
た
め
、
用
例
を
確
認
し
て
お
く
。「
く
も
ば
な
れ
」
は
、『
萬
葉
集
』
に
も
一
例

が
あ
る
。

　
　

㉑　

�
…
…
秋
萩
の
散
ら
へ
る
野
辺
の　

初
尾
花
仮
廬
に
ふ
き
て　

久く

も

ば

な

れ

毛
婆
奈
礼
遠
き
国
辺
の　

露
霜
の
寒
き
山
辺
に　

宿
り
せ
る
ら
む

�

（
1（
三
六
九
一　

葛
井
子
老
（

　
「
く
も
ば
な
れ
遠
き
国
辺
」
は
、〔
雲
が
散
り
散
り
に
離
れ
る
よ
う
に
遠
い
場
所
〕
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。
少
な
く
と
も
、
萬
葉
第
四

期
初
期
の
㉑
の
作
者
は
、
故
郷
か
ら
離
れ
て
遠
い
場
所
に
来
た
こ
と
を
、
流
れ
る
雲
に
重
ね
合
わ
せ
て
、「
く
も
ば
な
れ
」
を
用
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
萬
葉
第
四
期
の
歌
で
あ
る
㉑
は
、
歌
謡
で
あ
る
⑳
の
「
く
も
ば
な
れ
」
の
原
義
の
解
釈
に
は
有
効
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

福
麻
呂
と
同
時
代
の
「
く
も
ば
な
れ
」
の
解
釈
と
し
て
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　

福
麻
呂
歌
の
⑲
「
天
雲
乃
退
部
乃
限
」
に
つ
い
て
、『
代
匠
記
』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
き
は
さ
か
る
と
い
ふ
に
お
な
じ
心
な
り
。
退
の
字
を
そ
く
と
よ
む
は
、
し
り
へ
に
そ
く
に
て
、
し
り
へ
の
か
た
へ
遠
ざ
か
る
な
り
。

さ
れ
ば
天
雲
の
そ
き
へ
の
か
ぎ
り
は
、
天
雲
の
遠
ざ
か
り
行
か
ぎ
り
な
り
。

�

（
契
沖
『
代
匠
記
』
初
稿
本
、
⑲
注
（

　
『
代
匠
記
』
は
、
用
字
「
退
」
か
ら
「
天
雲
乃
退
部
乃
限
」
の
意
味
を
考
え
、〔
天
雲
が
遠
ざ
か
っ
て
行
く
果
て
〕
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い

る
。

　

福
麻
呂
歌
の
歌
中
の
「
退
」
に
は
、
他
に
「
国く
に
に
ま
か
り
て

尓
退
而
」（
9
一
八
〇
〇
、
福
麻
呂
歌
集
（
の
一
例
が
あ
る
。『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
歌

中
の
「
退
」
は
、
通
常
「
ま
か
る
」
と
訓
ま
れ
る
。
福
麻
呂
の
⑲
「
そ
く
」
は
唯
一
の
異
例
で
あ
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編（
11
（

』
に

よ
れ
ば
、「
ま
か
る
」
に
は
、「
❶
退
出
す
る
。
辞
去
す
る
」、「
❷
遠
い
彼
方
へ
去
る
。
行
っ
て
し
ま
う
」、「
❸
死
ぬ
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ

る
。
福
麻
呂
歌
の
「
国
に
退
る
」
は
、「
退
出
す
る
。
辞
去
す
る
」、
ま
た
「
遠
い
彼
方
へ
去
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え



（（

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
退
」
は
、
他
に
も
「
天
離
る
夷ひ
な

部へ

尓に

退ま
か
る

」（
（
一
〇
一
九
、
石
上
乙
麻
呂
（
や
「
食
す
国
の
遠
の
朝
廷
に
汝
等
が

如か

是く

退ま
か
り

去な

者ば

」（
（
九
七
三
、
聖
武
天
皇
（
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、『
代
匠
記
』
が
「
退
の
字
を
そ
く
と
よ
む
は
、

し
り
へ
に
そ
く
に
て
、
し
り
へ
の
か
た
へ
遠
ざ
か
る
な
り
」
と
考
え
た
の
は
適
切
な
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
節
の
雲
の
用
例
も
踏
ま
え
る
と
、
空
を
流
れ
る
雲
に
、
遠
い
場
所
へ
行
く
人
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
歌
謡
か
ら
例
が
あ
り
、
萬
葉

歌
に
も
例
が
多
い
。
福
麻
呂
歌
に
も
「
天あ
ま

雲く
も

乃の

退そ
き

部へ

乃の

限き
は
み

」
の
用
例
が
あ
る
。
当
該
歌
の
「
天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
も
、
空
を
流
れ
て
行

く
雲
に
黄
泉
の
国
へ
去
っ
た
弟
を
重
ね
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
天
雲
の
」
は
、
先
に
検
討
し
た
「
は
ふ
蔦
」
と
は
異
な
る
別
れ
の
比
喩
表
現
で
あ
る
。
地
を
這
い
、
や
が
て
岩
や
木
に
絡
み
付
き
、
様
々

な
方
向
に
枝
分
か
れ
し
な
が
ら
延
び
て
行
く
蔦
に
は
、
異
な
る
方
向
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
、
死
ん
だ
弟
と
生
き
て
い
る
自
分
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
遥
か
頭
上
を
流
れ
て
行
く
雲
に
は
、
自
分
を
置
い
て
黄
泉
の
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
二
度
と
帰
る
こ
と
の
な
い
弟
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

　

作
者
に
と
っ
て
、
人
麻
呂
以
来
の
「
は
ふ
蔦
の
別
れ
」
も
、「
天
雲
の
別
れ
」
も
、
形
骸
化
し
た
一
様
式
で
は
な
く
、
鮮
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
伴
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
這
う
蔦
の
（
分
か
れ
る
（
よ
う
に
（
自
分
と
弟
は
（
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
方
を
向
き
、
天
雲

の
（
遠
く
へ
行
く
（
よ
う
に
（
弟
が
（
別
れ
て
行
く
の
で
」
と
い
う
表
現
に
は
、
共
に
育
っ
た
弟
と
道
を
分
か
た
れ
、
後
に
残
さ
れ
た
兄
の

か
な
し
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

永
遠
の
別
れ
を
経
験
し
た
作
者
は
、「
は
ふ
蔦
の
別
れ
し
行
け
ば
」
で
は
な
く
、「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き　

天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」

と
詠
む
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
言
葉
を
尽
く
し
て
「
別
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
歌
に
は
、「
は
ふ
蔦
の
」「
天
雲
の
」
と
い
う
枕
詞
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
福
麻
呂
歌
集
歌
「
哀
弟
死
去
作
歌
」
長
歌
の
「
は
ふ
蔦
の
己
が
向
き
向
き　

天
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
」
を
検
討
し
、
枕
詞
が
歌
意

に
関
わ
る
可
能
性
、
さ
ら
に
は
比
喩
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

　

従
来
、
当
該
歌
の
枕
詞
は
、
そ
の
装
飾
性
の
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
歌
意
に
影
響
を
与
え
な
い
枕
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、「
は
ふ
蔦
の
」
は
枝
分
か
れ
す
る
蔦
、「
天
雲
の
」
は
流
れ
て
行
く
雲
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

離
別
の
比
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
枕
詞
は
、
装
飾
性
や
固
定
さ
れ
た
用
法
を
重
視
し
た
も
の
で
は
な
い
。
後
続
の
七
音
句
の

比
喩
と
し
て
歌
意
に
積
極
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果
を
意
識
し
て
作
者
が
選
ん
だ
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

澤
瀉
久
孝
は
、
人
麻
呂
が
、
独
自
の
新
し
い
用
法
で
記
紀
歌
謡
以
来
の
枕
詞
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
古
語
の
先
例
に
拘
ら
ず
、
常

に
讀
者
に
親
し
み
や
す
い
解
釈
と
表
現
と
を
試
み
よ
う
と
し
た
人
麻
呂
の
獨
自
性
を
そ
こ
に
見
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か（
11
（

」
と
述
べ
た
。
福

麻
呂
の
当
該
歌
の
枕
詞
も
、
人
麻
呂
の
枕
詞
の
よ
う
に
見
つ
め
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
麻
呂
は
、
人
麻
呂
以
来
の
「
は
ふ
蔦

の
」
も
、「
は
ふ
蔦
の
」
の
対
と
し
て
用
い
た
「
天
雲
の
」
も
、
型
通
り
に
模
倣
し
て
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
福
麻
呂
が
自
身
の
解
釈
を

加
え
た
上
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
決
し
て
独
り
よ
が
り
な
解
釈
で
は
な
く
、
同
時
代
の
人
々
が
十
分
に

読
解
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
哀
弟
死
去
作
歌
」
に
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
当
該
歌
の
他
の
枕

詞
も
、
装
飾
機
能
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
上
、
何
ら
か
の
意
図
を
担
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
麻
呂
の
枕

詞
を
歌
意
に
反
映
さ
せ
て
解
釈
す
る
よ
う
に
、
福
麻
呂
の
枕
詞
に
も
、
さ
ら
な
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



（（

注（
1
（　
『
萬
葉
集
』
本
文
お
よ
び
訓
は
、
原
則
と
し
て
『
岩
波
文
庫
』
に
よ
り
、
句
切
れ
の
位
置
は
稿
者
が
判
断
し
た
。「
哀
弟
死
去
作
歌
」

（
9
一
八
〇
四
～
一
八
〇
六
（
の
本
文
校
訂
に
は
、
佐
佐
木
信
綱
編
輯
代
表
『
校
本
萬
葉
集
』
六
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
（、
佐
竹
昭
広
・

木
下
正
俊
・
神
堀
忍
・
工
藤
力
男
編
『
校
本
萬
葉
集
』
十
四
〔
新
増
補
版
〕（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
（、
廣
瀬
捨
三
・
佐
竹
昭
広
・
木
下

正
俊
・
神
堀
忍
・
工
藤
力
男
編
『
校
本
萬
葉
集
』
別
册
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
（
を
用
い
た
。

（
（
（　

ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
『
萬
葉
集
』
巻
名
、
漢
数
字
は
歌
番
号
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
の
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
た
。

（
（
（　
『
萬
葉
集
』
に
「
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集
」（
田
辺
福
麻
呂
歌
集
（
所
出
と
左
注
に
あ
る
歌
は
、
福
麻
呂
の
自
作
で
あ
る
と
い
う
通
説
に
従
う
。

（
（
（　

福
麻
呂
が
橘
諸
兄
の
近
臣
で
あ
り
、そ
の
立
場
が
福
麻
呂
の
作
歌
活
動
に
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、橋
本
達
雄
「
田

辺
福
麻
呂
─
橘
諸
兄
と
の
関
連
─
」（『
万
葉
宮
廷
歌
人
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
／
初
出
：『
萬
葉
』
（（
、
一
九
六
七
年
一
月
（
を

は
じ
め
と
す
る
論
考
に
詳
し
い
。

（
（
（　

井
上
光
貞
・
席
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』（
日
本
思
想
大
系
・
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
（
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
（
（　

時
代
区
分
は
、
澤
瀉
久
孝
・
森
本
治
吉
『
作
者
類
別
年
代
順　

萬
葉
集
』（
藝
林
舎
、
一
九
三
二
年
（
に
よ
る
。

（
（
（　

歌
数
は
、
大
久
間
喜
一
郎
・
森
敦
司
・
針
原
孝
之
編
集
『
万
葉
集
歌
人
事
典
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
二
年
（
に
よ
る
。
福
麻
呂
作
の

四
十
四
首
は
、
巻
十
八
の
十
三
首
（
四
〇
三
二
～
四
〇
三
六
、四
〇
三
八
～
四
〇
四
二
、四
〇
四
六
、四
〇
四
九
、四
〇
五
二
（
お
よ
び
、「
田

辺
福
麻
呂
歌
集
」
所
出
の
巻
六
の
二
十
一
首
（
一
〇
四
七
～
一
〇
六
七
（、
巻
九
の
十
首
（
一
七
九
二
～
一
七
九
四
、一
八
〇
〇
～

一
八
〇
六
（。
萬
葉
第
四
期
で
歌
数
の
多
い
上
位
五
歌
人
は
、
大
伴
家
持
（
長
歌
四
十
六
首
、
短
歌
四
百
三
十
一
首
、
連
歌
一
首
、
計

四
百
七
十
九
首
（、
田
辺
福
麻
呂
（
長
歌
十
首
、
短
歌
三
十
四
、
計
四
十
四
首
（、
中
臣
宅
守
（
短
歌
四
十
首
（、
笠
女
郎
（
短
歌
二
十
九
首
（、

大
伴
池
主
（
長
歌
四
首
、
短
歌
二
十
四
首
、
計
二
十
八
首
（
で
あ
る
。

（
（
（　

大
久
間
喜
一
郎
・
森
敦
司
・
針
原
孝
之
編
集
『
万
葉
集
歌
人
事
典
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
二
年
（。

（
9
（　

横
山
英
「
万
葉
集
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
」（『
萬
葉
私
考
』
さ
る
び
あ
出
版
、
一
九
六
六
年
／
初
出
：『
京
都
帝
國
大
學
文
學
會

二
十
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
三
四
年
十
一
月
（、
古
屋
彰
「
田
辺
福
麻
呂
の
用
字
」（『
万
葉
集
の
表
記
と
文
字
』
和
泉
書
院
、
一
九
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九
八
年
／
初
出
：『
萬
葉
』
（（
、一
九
六
二
年
十
月
、『
国
語
研
究
』
（
、一
九
六
四
年
（、奥
村
和
美
「
田
辺
福
麻
呂
歌
集
歌
の
用
字
と
表
現
」

（『
叙
説
』
（（
、
二
〇
一
一
年
三
月
（
な
ど
。

（
10
（　

佐
野
正
巳
「
田
辺
福
麻
呂
論
」（『
万
葉
集
作
歌
と
風
土
』
桜
楓
社
、
一
九
六
三
年
（、
藤
原
芳
男
「
田
辺
福
麻
呂
の
儀
礼
歌
の
側
面
」（『
万

葉
集
研
究　

第
十
集
』
塙
書
房
、一
九
八
一
年
（、花
井
し
お
り
「
田
辺
福
麻
呂
の
修
辞
」（『
叙
説
』
（（
、二
〇
〇
六
年
三
月
（、安
國
宏
紀
「
田

辺
福
麻
呂
の
長
対
表
現
─
そ
の
環
境
と
時
代
性
─
」（『
日
本
文
学
文
化
』
10
、
二
〇
一
〇
年
二
月
（
な
ど
。

（
11
（　
「
悲
寧
楽
故
郷
作
歌
」（
一
〇
四
七
～
一
〇
四
九
（、「
讃
久
迩
新
京
歌
」（
一
〇
五
〇
～
一
〇
五
八
（、「
春
日
悲
傷
三
香
原
荒
墟
作
歌
」

（
一
〇
五
九
～
一
〇
六
一
（、「
難
波
宮
作
歌
」（
一
〇
六
二
～
一
〇
六
七
（。

（
1（
（　
「
哀
弟
死
去
作
歌
」
に
関
す
る
先
行
論
文
は
、民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
作
品
を
論
じ
た
、今
井
優
「
弟
の
死
に
け
る
を
哀
し
び
て
作
る
歌
」（
神

野
志
隆
光
・
坂
本
信
幸
編
集
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品　

第
六
巻
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
（
の
み
で
あ
る
。

（
1（
（　

長
歌
前
半
部
の
「
箸は

し

向む
か
ふ

」、「
朝あ
さ

露つ
ゆ

乃の

」、「
葦あ
し

原は
ら

乃の

」
も
、
枕
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
該
歌
は
、
福
麻
呂
歌
の
中
で
も
特
に
枕

詞
の
割
合
の
多
い
歌
で
あ
る
。

（
1（
（　
『
私
注
』
は
、
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注　

新
訂
版
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
～
一
九
七
七
年
（
を
指
す
。
本
稿
で
引
用
す
る
『
萬
葉
集
』

の
注
釈
書
の
略
称
、
使
用
底
本
を
以
下
に
提
示
す
る
。『
代
匠
記
』、『
拾
穂
抄
』
を
引
用
す
る
場
合
に
は
適
宜
濁
点
を
加
え
た
。『
代
匠
記
』

…
…
久
松
潜
一
校
訂
『
萬
葉
代
匠
記
』（
契
沖
全
集
・
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
～
一
九
七
五
年
（、『
拾
穂
抄
』
…
…
古
典
索
引
刊
行
会
編
『
萬

葉
拾
穂
抄　

影
印
・
翻
刻
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
二
年
（、『
萬
葉
考
』
…
…
久
松
潜
一
監
修
『
萬
葉
考
』（
賀
茂
真
淵
全
集
・
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
七
七
～
一
九
八
五
年
（、『
略
解
』
…
…
与
謝
野
寛
・
正
宗
敦
夫
・
与
謝
野
晶
子
編
『
萬
葉
集
略
解
』（
日
本
古
典
全
集
、

一
九
二
五
～
一
九
二
七
年
（、『
古
義
』
…
…
山
田
安
栄
編
『
萬
葉
集
古
義
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
～
一
九
一
四
年
（、『
井
上
新
考
』

…
…
井
上
通
泰
『
萬
葉
集
新
考
』（『
井
上
通
泰
上
代
関
係
著
作
集
』
秀
英
書
房
、
一
九
八
六
年
（、『
全
釋
』
…
…
鴻
巣
盛
広
『
萬
葉
集
全
釋
』

（
秀
英
書
房
、
一
九
八
七
年
（、『
總
釋
』
…
…
川
田
順
ほ
か
『
萬
葉
集
總
釋
』（
楽
浪
書
院
、
一
九
三
五
～
一
九
三
七
年
（、『
金
子
評
釋
』

…
…
金
子
元
臣
『
萬
葉
集
評
釋
』（
明
治
書
院
、一
九
三
五
～
一
九
四
五
年
（、『
窪
田
評
釋
』
…
…
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
四
～
一
九
八
五
年
（、『
佐
佐
木
評
釋
』
…
…
佐
佐
木
信
綱
『
評
釋
萬
葉
集
』（
六
興
出
版
社
、
一
九
四
八
～
一
九
五
四
年
（、『
全
註
釋
』



（（

…
…
武
田
祐
吉
『
増
訂　

萬
葉
集
全
註
釋
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
六
～
一
九
五
七
年
（、『
大
系
』
…
…
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野

晋
『
萬
葉
集
』（
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
～
一
九
六
二
年
（、『
注
釋
』
…
…
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
五
七
～
一
九
六
八
年
（、『
私
注
』
…
…
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注　

新
訂
版
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
～
一
九
七
七
年
（、『
集
成
』

…
…
青
木
生
子
・
井
手
至
・
伊
藤
博
・
清
水
克
彦
・
橋
本
四
郎
『
萬
葉
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
新
潮
社
、
一
九
七
六
～
一
九
八
四
年
（、『
全

訳
注
』
…
…
中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
・
講
談
社
、
一
九
七
八
～
一
九
八
三
年
（、『
全
注
』
…
…
金
井
清
一
ほ

か
『
萬
葉
集
全
注
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
～
刊
行
中
（、『
新
編
全
集
』
…
…
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
『
萬
葉
集
』（
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
・
小
学
館
、
一
九
九
四
～
一
九
九
六
年
（、『
釋
注
』
…
…
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
』（
集
英
社
、
一
九
九
五
～
二
〇
〇
〇
年
（、

『
和
歌
文
学
大
系
』
…
…
稲
岡
耕
二
『
萬
葉
集
』（
和
歌
文
学
大
系
・
明
治
書
院
、
一
九
九
七
～
二
〇
一
五
年
（、『
全
歌
講
義
』
…
…
阿
蘇
瑞

枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』（
笠
間
書
院
、二
〇
〇
六
～
二
〇
一
五
年
（、『
全
解
』
…
…
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
〇
九
年
（、

『
岩
波
文
庫
』
…
…
佐
竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
『
万
葉
集
』（
岩
波
文
庫
・
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
～

二
〇
一
五
年
（

（
1（
（　

犬
養
廉
・
井
上
宗
雄
・
大
久
保
正
他
編
『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
（。

（
1（
（　
「
蔓
都
多
乃
」
は
、『
萬
葉
集
』
中
の
仮
名
書
例
「
波
布
都
多
能
」（
1（
三
九
九
一
、
19
四
二
二
〇
（
に
従
っ
て
、「
は
ふ
つ
た
の
」
と
訓
む
。

（
1（
（　

青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
篠
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
『
続
日
本
紀
』
四
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
（
七
八
ペ
ー

ジ
〔
原
文
〕、
七
九
ペ
ー
ジ
〔
読
み
下
し
文
〕。

（
1（
（　

垣
見
修
司
「
長
歌
の
字
足
ら
ず
句
─
記
紀
歌
謡
か
ら
万
葉
へ
─
」（『
万
葉
集
巻
十
三
の
長
歌
文
芸
』
和
泉
書
院
、二
〇
二
一
年
／
初
出
：『
叙

説
』
（（
、
二
〇
一
〇
年
三
月
（
二
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
19
（　

佐
佐
木
信
綱
編
輯
代
表
『
校
本
萬
葉
集
』
六
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
（、
佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
神
堀
忍
・
工
藤
力
男
編
『
校
本

萬
葉
集
』
十
四
〔
新
増
補
版
〕（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
（、
廣
瀬
捨
三
・
佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
神
堀
忍
・
工
藤
力
男
編
『
校
本
萬
葉
集
』

別
册
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
（。

（
（0
（　

同
前
。
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（
（1
（　

倉
野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
注
『
古
事
記
・
祝
詞
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
（
四
二
〇
ペ
ー
ジ
〔
原
文
〕、

四
二
一
ペ
ー
ジ
〔
訓
読
文
〕。
該
当
箇
所
「
己
乖
々
」
は
、
古
写
本
を
見
る
と
、
現
存
最
古
写
本
の
九
条
家
本
（『
九
条
家
本
延
喜
式
』
東
京

国
立
博
物
館
古
典
籍
叢
刊
・
思
文
閣
、
二
〇
一
二
（
に
は
「
己
乖ソ

ム
キ

」、
武
田
祐
吉
旧
蔵
の
卜
部
兼
永
筆
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー�http://https://opac.kokugakuin.ac.jp/library/lim

e/engishiki/pages/page0（（.htm
l

：
二
〇
二
五
年
二
月
十
日

閲
覧
（
に
は
「
己カ

乖キ

キ〳

〵
」、
卜
部
兼
右
筆
本
（
國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー�http://https://opac.kokugakuin.

ac.jp/library/lim
e/engisiki/pages/page0（9.htm

l

：
二
〇
二
五
年
二
月
十
日
閲
覧
（
に
は
「
己カ

乖ソ
ム
キ

〻〳
〵

」
と
書
写
さ
れ
て
い
る
。「
乖
」

を
「
そ
む
き
」
と
訓
ん
で
い
る
、
九
条
家
本
に
は
「
乖
」
の
繰
り
返
し
が
な
い
な
ど
、
当
該
歌
の
「
お
の
が
む
き
む
き
」
の
根
拠
と
し
て
は

不
審
な
点
も
あ
る
。

（
（（
（　
「
各
」
は
、「
…
…
各
述
懐
作
歌
」（
６
九
五
七
、
題
詞
（
な
ど
の
よ
う
に
、
一
字
で
も
〔
め
い
め
い
〕、〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
と
い
っ
た
意
味
が

あ
る
。『
萬
葉
集
』
中
で
、「
各
」
を
二
字
重
ね
る
の
は
当
該
歌
の
み
で
あ
る
。『
玉
台
新
詠
』
巻
一
「
古
詩　

為
焦
仲
卿
妻
作
」
に
は
、
仲

卿
と
蘭
芝
が
命
を
絶
つ
前
の
最
後
の
別
れ
の
場
面
に
、「
執
手
分
道
去
、
各
各
還
家
門
。
生
人
作
死
別
、
恨
恨
那
可
論
」（
内
田
泉
之
助
『
玉

台
新
詠
』（
上
（
新
釈
漢
文
大
系
・
明
治
書
院
、
一
九
七
四
年
、
一
二
二
ペ
ー
ジ
（
の
例
が
見
え
、
こ
の
よ
う
な
漢
籍
の
影
響
を
受
け
、「
お

の
が
」
を
「
各
〻
」
と
表
記
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（　
『
拾
穂
抄
』、『
古
義
』、『
全
釋
』、『
窪
田
評
釋
』、『
全
註
釋
』、『
新
編
全
集
』、『
和
歌
文
学
大
系
』、『
全
注
』、『
全
歌
講
義
』、『
全
解
』、『
岩

波
文
庫
』
の
当
該
歌
「
は
ふ
蔦
の
」
注
に
よ
る
。

（
（（
（　
『
岩
波
文
庫
』
は
お
そ
ら
く
、
三
二
七
二
番
歌
の
「
天
雲
の
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に
」
の
後
に
「
葦
垣
の
思
ひ
乱
れ
て
」
が
続
く
こ
と
か
ら
、

当
該
歌
に
も
同
じ
く
「
葦
垣
の
思
ひ
乱
れ
て
」
の
詞
句
が
存
在
す
る
た
め
、
当
該
歌
の
「
天
雲
の
」
も
三
二
七
二
番
歌
と
同
様
の
枕
詞
で
あ

る
と
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（　
『
新
編
全
集
』
は
、
四
二
四
二
番
歌
の
作
者
に
つ
い
て
、「
こ
こ
は
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
（
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂

を
さ
す
か
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
兄
の
豊
成
も
そ
の
前
年
に
大
納
言
に
な
っ
て
お
り
、
大
納
言
の
定
員
が
二
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人

の
う
ち
の
一
方
に
決
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
し
、
作
者
「
大
納
言
」
は
藤
原
仲
麻
呂
、
藤
原
豊
成
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。



（（

（
（（
（　
『
萬
葉
集
』
の
福
麻
呂
作
の
四
十
四
首
中
に
は
、
単
語
「
雲
」
や
、
そ
の
他
の
複
合
語
「
白
雲
」（「
天
雲
」
と
同
じ
く
四
音
（
な
ど
の
用

例
も
確
認
で
き
な
い
。

（
（（
（　
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
、「
大
和
へ
に
風
吹
き
上
げ
て
久く

も

ば

な

れ

そ

き

を

り

と

も

よ

母
婆
奈
礼
所
企
遠
理
等
母
与
我
を
忘
ら
す
な
（
筒
川
の
嶼
子
」・
歌
謡
番

号
一
三　

神
女
（
が
見
え
る
。
⑳
の
『
古
事
記
』
歌
謡
の
言
葉
を
所
々
替
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。『
丹
後
国
風

土
記
』
は
成
立
年
代
が
不
明
で
あ
る
。

（
（（
（　

記
紀
歌
謡
の
本
文
お
よ
び
訓
は
、
土
橋
寛
・
小
西
甚
一
校
注
『
古
代
歌
謠
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
（
に

よ
る
。

（
（9
（　
「
天
雲
乃
退
部
限
」
は
、「
あ
ま
く
も
の
そ
き
へ
の
き
は
み
」
と
訓
む
と
考
え
ら
れ
る
。「
あ
ま
く
も
の
そ
く
（
き
（
へ
の
き
は
み
」
の
用

例
は
、『
萬
葉
集
』
に
他
三
例
が
あ
り
、
萬
葉
第
二
期
に
「
天あ

ま

雲く
も

乃の

曽そ

久く

敝へ

能の

極き
は
み

」（
（
四
二
〇
（
の
例
が
あ
る
が
、
第
三
期
末
に
は
「
天あ

ま

雲く
も

乃の

曽そ

伎き

敝へ

能の

伎き

波は

美み

」（
19
四
二
四
七
（
の
例
が
あ
る
。
福
麻
呂
と
同
時
代
の
大
伴
家
持
の
歌
に
も
、「
山や

ま

河か
は

乃の

曽そ

伎き

敝へ

乎を

登と

保ほ

美み

」

（
1（
三
九
六
四
（
の
例
が
あ
る
た
め
、
第
四
期
の
福
麻
呂
歌
で
は
「
そ
き
へ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（0
（　

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈　

古
事
記
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
（。

（
（1
（　

相
磯
貞
三
『
記
紀
歌
謡
全
註
解
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
二
年
（。
同
著
者
『
記
紀
歌
謡
新
解
』（
厚
生
閣
、
一
九
三
九
年
（
に
も
、
同

じ
く
「
雲
が
散ち

り

散ぢ
り

に
離
れ
る
意
」
と
あ
る
。

（
（（
（　

上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
（。

（
（（
（　

澤
瀉
久
孝
「
枕
詞
を
通
し
て
見
た
る
人
麻
呂
の
獨
創
性
」（『
萬
葉
の
作
品
と
時
代
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
（
七
二
～
七
三
ペ
ー
ジ
。

�

（
京
都
女
子
大
学
大
学
院
研
修
者
（


